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症 例 は,泌 尿器 お よび後 腹 膜悪 性 腫 瘍 患 者162例 で
あ る.性 別 は男 性131例,女 性31例で あ り,年齢 は24～
85歳,平均66・4歳で あ る(Fig.1).対象 疾 患 はTable
1の よ うに な っ てお り,尿 路 上 皮 癌 が 約 半 数 を 占め て
い る.
投 与 方 法 は,ツ ム ラ補 中 益 気 湯 エ キ ス顯 粒 を1回
2.59,1日3回 計7.59の 経 口投 与 と した.投 与 期 間
は1～142週間 で あ り,平均20.1週問 で あ った(Table
2).投 与 期 間 が1週 間に 満 た な い もの は除 外 した.
治療 効 果 は 食 欲 の 改善,体 重 の増 加,performance
statusの改 善,睡 眠 の改 善,自 覚 的快 適 さ な どに っ
い て判 断 した,効 果 判 定 は,著 効,有 効,や や 有 効,
無 効 に わ け,担 当医 の判 断 に よ った.
%o),有効25例(15.4%),やや 有効72例(44.4%),


















尿 路 上 皮 癌82例
前 立 腺 癌
腎 癌
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Tab正e7.病期 別 治療 効 果
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効 果 症 例 数
著 効5(3.19e)
有 効25(15.49。)




Table4.食 欲 不 振 の 改善
投 与 前 投 与 後
良17例(11,1g。)45例(29.49・)
普51例(33.39。)62例(40.5%)




食 欲 不 振
























Table5.自覚 的快 適 さ の 改善




























著効 と有 効 を 合 わ せ る と30例(18.5%)であ り,や
や 有 効 を加 え る と102例(63.0%)であ った.
食 欲(良 好 ・普 通 ・不 良 に分 類)の 改 善 に つ い てみ
る と153例中74例(48.4%)に 改 善 が 認 め られ た.投
与 前 に 食 欲 不 振 を 訴 え た症 例 は85例(55.6%)であ っ
た が,投 与 後 に は46例(30.1%)に減 少 して い た.ま
た,投 与 前 に 食 欲 良 好症 例 は17例(11.1%)にす ぎ な
か った が,投 与 後 に は45例(29.4%)に増加 して いた
(Table4).
自覚 的 快 適 さ(上,中,下 に 分 類 す る)の 改善 に つ
い て み る と112例中41例(36.6%)に改善 が 認 め られ
た.投 与前 に 上3例(2.7%),中58例(51.8%),下51
例(45.5%)で あ った が,投 与 後 に は上 ユ9例(17.0
%),中61例(54.5%),下32例(28.5%)とか な りの
改善 が認 め られ て い る(TabJe5).
前 立 腺 癌 症 例 と尿 路 上 皮 癌症 例 に つ い て各 悪 性 度 別
に治 療 効 果 をみ た も の をTable6に 示 す が,悪 性度
と治 療 効 果 に 相 関 を 認 め な か った(Table6).
各 病 期 別 に 治療 効果 をみ る と,各 病 期 と もに 治療 効




配 合 生 薬 基 源 主要成分 薬 効
Astragalusmembranaceus
オ ウ ギB
ungeまた は そ の 他 同 属 植 物(マ(黄書)
メ科)の 根
ソ ウ ジ ー ツ ホソバ オケラ または そと変種(キ
(蒼 尤)ク 科)の 根 茎












ニシマサ イコ(セ リ科)ま た はそ
の変種の根
ナツ メまたはその他 同属 植物(ク
ロウメモ ドキ科)の 果実
チ ン ピ ミカ ンまたは,そ の他 近縁植物
(陳 皮)(ミ カ ン科)の 成熟 した果皮
カ ン ゾ ウ カ ンゾウ(マ メ科)の 根 およびス
(甘 草)ト ロン




サラシナ シ ョウマまたはその他 同
属 植物(キ ンポ ウゲ科)の 根茎










消化 不 良 ・嘔 吐サ ポ
ニ ン(ginsenoside)弛 緩 性 下 痢 ・食 欲 不 振
精 油 補 血 ・強壮
(butylidenephthalide)鎮痛 ・緩 下
saikoside 解 熱
・健 胃 ・鎮 痛
stigmasterol
糖,粘 液質 な どの 水 溶 性 緩 和 ・強 壮 ・鎮 静
糖 質 補 血 ・利 尿
精 油(d・limoneneなど)



















































黒田 ・ほか:補 中益気湯 ・悪性腫
対する作用は,太 田ら10》は!5-FUおよびMMCの
効果を増強するかどうかを検討しているが,補 中益気
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